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■西鉄バス下山門線の利用促進の取組みについて 

○ 取組の主旨 

 西鉄バス下山門線（５０７番系統）については、平成１８年１０月の昭和自動車バス下山門線の

休廃止に伴い，西鉄に対し，乗り入れに関する要望を行った結果，平成１８年１１月より，西鉄が

運行を担い，地元調整及びバス停等の維持管理を市が行う「試行運行」となっている。現在の利用

状況については，平日一日当り６５０～７００人の方が利用している。本格運行の際に現在のサー

ビス水準を保つために必要な数値に届いていないため，沿線校区と事業者，福岡市の三者で本格運

行に向けた利用促進の取組を行っているところである。 

 

＜路線図＞ 

 

○利用状況 （平成２０年４月～平成２４年１０月） 

 固有区間内の一日当り利用者数推移 （固有区間：三陽高校～生の松原サンハイツ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５

固有区間：三陽高校～生の松原サンハイツ 

【運行内容】 

・運行区間 

三陽高校～博多駅（都市高速経由） 

 固有区間：他の路線と重複しない単独路線 

・運行本数（平日） 

三陽高校から博多駅行：２３本 

博多駅から三陽高校行：２５本 
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○取組内容 

 ＜利用促進チラシの配布＞ 

 平成２４年１２月に利用者増加に向けた利用促進チラシ（図－１）を作成し，沿線校区内での全戸

配布及び公民館での配架，バス停掲示を行った。 

 配布数：下山門校区 1,000 部，城原校区 3,000 部，西陵校区 2,500 部 （１世帯当り１部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図―１ 


